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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒューズ・アッセンブリであって、
　第１端部フィッティングと第２端部フィッティングとの間に延在する一組の可融要素を
含むコア；および
　コアを取り囲むハウジング
を有して成り、
　前記ハウジングが、
　第１内部キャビティを規定する第１壁を有する第１セクション；および
　第１セクションに連結された第２セクション
を有して成り、
　前記第１壁が第１Ｌ字形スロットおよび第１Ｌ字形リッジを含み、
　前記第２セクションが第２内部キャビティを規定する第２壁を有し、前記第２壁が第２
Ｌ字形スロットおよび第２Ｌ字形リッジを含み、
　第１Ｌ字形スロットが第２Ｌ字形リッジと係合し、第２Ｌ字形スロットが第１Ｌ字形リ
ッジと係合し、
　第１セクションが第１壁を通る第１の一組の開口部を含み、第２セクションが第２壁を
通る第２の一組の開口部を含み、第１の一組の開口部が第２の一組の開口部と整列してお
り、
　第１壁が第１の一組の開口部の外周に沿って延在する第１開口タブを含み、第２壁が第
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２の一組の開口部の外周に沿って延在する第２開口タブを含み、
　第１開口タブおよび第２開口タブが、ハウジングの第１内部キャビティおよび第２内部
キャビティに向かう第１端部フィッティングの動きを最小限にし、かつハウジングの第１
内部キャビティおよび第２内部キャビティに向かう第２端部フィッティングの動きを最小
限にする、ヒューズ・アッセンブリ。
【請求項２】
　第１端部フィッティングおよび第２端部フィッティングの各々が、
　内表面および外表面を有するブロック・セクション；ならびに
　ブロック・セクションの外表面から延在する端部セクション
を有して成り、
　端部セクションが、第１壁を通る第１の一組の開口部と第２壁を通る第２の一組の開口
部とを通るように延在する、請求項１に記載のヒューズ・アッセンブリ。
【請求項３】
　端部セクションが係合面を規定する側部スロットを含み、係合面がブロック・セクショ
ンの外表面と面する、請求項２に記載のヒューズ・アッセンブリ。
【請求項４】
　係合面が、コアをハウジングに連結するためおよびハウジングに対するコアの回転を最
小限にするため第１開口タブおよび第２開口タブと当接している、請求項３に記載のヒュ
ーズ・アッセンブリ。
【請求項５】
　ブロック・セクションが外周面を含み、一組の可融要素のコネクタ要素が外周面に直接
連結される、請求項２に記載のヒューズ・アッセンブリ。
【請求項６】
　第１壁が第１内表面および第１外表面を有し、第１Ｌ字形スロットおよび第１Ｌ字形リ
ッジが第１内表面と第１外表面との間に延在する、請求項１に記載のヒューズ・アッセン
ブリ。
【請求項７】
　第２壁が第２内表面および第２外表面を有し、第２Ｌ字形スロットおよび第２Ｌ字形リ
ッジが第２内表面と第２外表面との間に延在する、請求項１に記載のヒューズ・アッセン
ブリ。
【請求項８】
　第１セクションが第２セクションと略同一である、請求項１に記載のヒューズ・アッセ
ンブリ。
【請求項９】
　ヒューズ・アッセンブリであって、
　第１端部フィッティングと第２端部フィッティングとの間に延在する一組の可融要素を
含むコア；および
　コアを取り囲むハウジング
を有して成り、
　前記ハウジングが、
　第１内部キャビティを規定する第１端壁および第１側壁を有する第１セクション；なら
びに
　第１セクションに連結された第２セクション
を有して成り、
　前記第１端壁が第１Ｌ字形スロットおよび第１Ｌ字形リッジを含み、
　前記第２セクションが、第２内部キャビティを規定する第２端壁および第２側壁を有し
、
　前記第２端壁が第２Ｌ字形スロットおよび第２Ｌ字形リッジを含み、第１Ｌ字形リッジ
が第２Ｌ字形スロット内へと延在し、第２Ｌ字形リッジが第１Ｌ字形スロット内へと延在
し、
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　第１セクションが第１端壁を通る第１の一組の開口部を含み、第２セクションが第２端
壁を通る第２の一組の開口部を含み、第１の一組の開口部が第２の一組の開口部と整列し
ており、第１端部フィッティングおよび第２端部フィッティングが第１の一組の開口部お
よび第２の一組の開口部を通るように延在し、
　第１端壁が第１の一組の開口部の外周に沿って延在する第１開口タブを含み、第２端壁
が第２の一組の開口部の外周に沿って延在する第２開口タブを含み、
　第１開口タブおよび第２開口タブが、ハウジングの第１内部キャビティおよび第２内部
キャビティに向かう第１端部フィッティングの動きを最小限にし、かつハウジングの第１
内部キャビティおよび第２内部キャビティに向かう第２端部フィッティングの動きを最小
限にする、ヒューズ・アッセンブリ。
【請求項１０】
　第１端部フィッティングおよび第２端部フィッティングの各々が、
　内表面および外表面を有するブロック・セクション；
　ブロック・セクションの外表面から延在する端部セクション
を有して成り、
　端部セクションが、第１壁を通る第１の一組の開口部と第２壁を通る第２の一組の開口
部とを通るように延在し、
　端部セクションが、ブロック・セクションの外表面と面する係合面を規定する側部スロ
ットを含む、請求項９に記載のヒューズ・アッセンブリ。
【請求項１１】
　係合面が、コアをハウジングに連結するためにおよびハウジングに対するコアの回転を
最小限にするために第１開口タブおよび第２開口タブと当接する、請求項１０に記載のヒ
ューズ・アッセンブリ。
【請求項１２】
　ブロック・セクションが外周面を含み、一組の可融要素のコネクタ要素が外周面に直接
連結される、請求項１０に記載のヒューズ・アッセンブリ。
【請求項１３】
　第１端壁および第１側壁が第１内表面および第１外表面を有し、第１Ｌ字形スロットが
第１内表面と第１外表面との間に延在し、
　第２端壁および第２側壁が第２内表面および第２外表面を有し、第２Ｌ字形スロットが
第２内表面と第２外表面との間に延在する、請求項９に記載のヒューズ・アッセンブリ。
【請求項１４】
　スクエアボディ・ヒューズであって、
　第１端部フィッティングと第２端部フィッティングとの間に延在する一組の可融要素を
含むコア；ならびに
　一組の可融要素がハウジング内に収容され、かつ第１端部フィッティングおよび第２端
部フィッティングがハウジングの外側に部分的に延在するように、コアを取り囲むハウジ
ング
を有して成り、
　前記ハウジングは、第１内部キャビティを規定する第１端壁および第１側壁を有する第
１セクション；ならびに
　第１セクションに連結された第２セクション
を有して成り、
　前記第１端壁が第１Ｌ字形スロットおよび第１Ｌ字形リッジを含み、
　前記第２セクションが、第２内部キャビティを規定する第２端壁および第２側壁を有し
、
　前記第２端壁が第２Ｌ字形スロットおよび第２Ｌ字形リッジを含み、第１Ｌ字形リッジ
が第２Ｌ字形スロット内へと延在し、第２Ｌ字形リッジが第１Ｌ字形スロット内へと延在
し、
　第１端部フィッティングおよび第２端部フィッティングの各々が、
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　内表面および外表面を有するブロック・セクション；ならびに
　ブロック・セクションの外表面から延在する端部セクション
を有して成り、
　端部セクションが、第１壁を通る第１の一組の開口部と第２壁を通る第２の一組の開口
部とを通るように延在し、
　端部セクションがブロック・セクションの外表面と面する係合面を規定する側部スロッ
トを含み、
　係合面が、コアをハウジングに連結するためおよびハウジングに対するコアの回転を最
小限にするため開口タブと当接する、スクエアボディ・ヒューズ。
【請求項１５】
　第１端壁および第１側壁が第１内表面および第１外表面を有し、第１Ｌ字形スロットが
第１内表面と第１外表面との間に延在し、
　第２端壁および第２側壁が第２内表面および第２外表面を有し、第２Ｌ字形スロットが
第２内表面と第２外表面との間に延在する、請求項１４に記載のスクエアボディ・ヒュー
ズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して保護デバイス部品の分野に関し、より具体的にはマルチパーツ対称ヒ
ューズボディに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒューズは、電気回路用の過電流保護デバイスであり、特定の回路状態が発生する際に
て、電力システムを保護し回路および関連部品へのダメージを防ぐために広く使用されて
いる。可融要素またはアッセンブリはヒューズの端子要素間に連結され、特定の電流条件
が発生する際にて、可融要素又はアッセンブリは崩れて（又は分解し；disintegrate）、
溶融し又は構造的に故障し、ヒューズ端子間に電流路を開く。ライン側回路は、ヒューズ
を介して負荷側回路から電気的に絶縁されて、過電流状態から負荷側回路に対するダメー
ジを防止する。
【０００３】
　ヒューズは単一の要素又は多数の要素でよく、後者は性能上の利点を有するが、より複
雑で製造コストがかかる。これは、部分的に、複雑な固定を必要としエラーの可能性を増
大させる多数のパーツを有することによる。これらの課題を考慮して、多要素の電気ヒュ
ーズの改良が望まれている。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示の実施形態による一手法では、ヒューズ・アッセンブリは第１端部フィッティン
グ（又は端部取付具、端部継手、端部接続具；end fitting）と第２端部フィッティング
との間に延在する一組の（又は一連の又は一式の；a set of）可融要素（又は可溶要素；
fusible elements）を含むコア、およびコアを囲むハウジングを含み、ハウジングは第１
内部キャビティを規定する第１壁を有する第１セクション（又は部分又は区域；section
）と第１セクションに連結された第２セクションを含み、第１壁は第１スロット（又は細
長い穴又は溝穴又は長穴；slot）および第１リッジ（又は隆起部又は尾根部又は突起部；
ridge）を含み、第２セクションは第２内部キャビティを規定する第２壁を有し、第２壁
は第２スロットおよび第２リッジを含み、第１スロットは第２リッジと係合し、第２スロ
ットは第１リッジと係合し得る。
【０００５】
　本開示の実施形態による別の手法では、ヒューズは、第１端部フィッティングと第２端
部フィッティングとの間に延在する一組の可融要素を有するコア、およびコアを囲むハウ
ジングを含み得る。ハウジングは第１内部キャビティを規定する第１端壁（又は端面壁；
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end wall）および第１側壁を有する第１セクション、ならびに第１セクションに連結され
た第２セクションを含み、第１端壁は第１スロットおよび第１リッジを含み得る。第２セ
クションは、第２内部キャビティを規定する第２端壁および第２側壁を有し、第２端壁は
第２スロットおよび第２リッジを含み、第１リッジは第２スロット内へと延在し、第２リ
ッジは第１スロット内へと延在する。
【０００６】
　本開示の実施形態による更に別の手法では、スクエアボディ・ヒューズは、第１端部フ
ィッティングと第２端部フィッティングとの間に延在する一組の可融要素を含むコア、な
らびに一組の可融要素がハウジング内に収容され、第１端部フィッティングおよび第２端
部フィッティングはハウジングの外側に部分的に延在するように、コアを囲むハウジング
を含み得る。ハウジングは、第１内部キャビティを規定する第１端壁、および第１側壁を
有する第１セクションを含み、第１端壁は第１スロットおよび第１リッジを含み得る。ハ
ウジングは、第１セクションに連結された第２セクションを更に含み、第２セクションは
第２内部キャビティを規定する第２端壁および第２側壁を有し、第２端壁は第２スロット
および第２リッジを含み、第１リッジは第２スロット内へと延在し、第２リッジは第１ス
ロット内へと延在する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　添付の図面は、その原理の実用的な適用のためにこれまでに考案された開示された実施
形態の例示的な手法を例示している。
【０００８】
【図１】図１は、本開示の実施形態に従ったヒューズ・アッセンブリの斜視図である。
【図２】図２は、本開示の実施形態に従ったハウジングの一部が取り除かれた図１のヒュ
ーズ・アッセンブリの斜視図である。
【図３】図３は、本開示の実施形態に従った図１のヒューズ・アッセンブリのコアの斜視
図である。
【図４】図４は、本開示の実施形態に従った図１のヒューズ・アッセンブリのハウジング
の斜視図である。
【図５】図５は、本開示の実施形態に従った図１のヒューズ・アッセンブリの部分斜視図
である。
【０００９】
　図面は必ずしも原寸に比例していない。図面は単なる表現であり、本開示の特定のパラ
メータを示すことを意図するものではない。図面は、本開示の例示的な実施形態を示すこ
とを意図しており、その結果として範囲を限定するものとされるべきではない。図面にお
いて、同じ番号は同じ要素を表す。
【００１０】
　更に、いくつかの図中の特定の要素は、説明を明確にするために省略される場合又は縮
尺通りに図示されていない場合があり得る。更に、いくつかの参照番号は、明確にするた
めに特定の図面において省略され得る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示に従った様々な手法を、デバイスおよび方法の実施形態が示されている添付の図
面を参照しながら下記にてより十分に説明する。デバイスおよび方法は多くの異なる形態
で具現化されてよく、本明細書に記載された実施形態に限定されると解釈されるべきでは
ない。代わりに、これらの実施形態が供されることで、この開示が緻密かつ完全となり、
システムおよび方法の範囲が当業者に十分に伝えられ得る。
【００１２】
　便宜上および明確のため、図面に示される半導体製造デバイスの部品の幾何学的形態お
よび向きに関して、これらの部品およびこれらの構成パーツの相対的な配置および向きを
説明するために、「頂部」、「底部」、「上方」、「下方」、「垂直」、「水平」、「横
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」、および「縦（又は長手;longitudinal）」等の用語を本明細書で用いる。用語は具体
的に言及する単語、その派生語、および同様の意味の単語を含む。
【００１３】
　本明細書で使用する際、単数形で記載され、単語「ａ」又は「ａｎ」ではじまる要素ま
たは動作は、複数の要素又は動作も潜在的に含むものとして理解されよう。更に、本開示
の「一実施形態」に対する言及は、更なる実施形態の存在を排除し記載された特徴を組み
込むものと解釈されることを意図していない。
【００１４】
　更に、以下の説明および／または特許請求の範囲において、「上に（on）」、「上に重
なる（overlying）」、「上に配置された（disposed on）」および「わたって（又は上に
又は覆うように；over）」という用語は、以下の説明および特許請求の範囲において使用
され得る。「上に（on）」、「上に重なる（overlying）」、「上に配置された（dispose
d on）」および「わたって（又は上に又は覆うように；over）」は、２つ以上の要素が互
いに直接物理的に接触していることを示すために使用され得る。しかしながら、「上に（
on）」、「上に重なる（overlying）」、「上に配置された（disposed on）」および「わ
たって（over）」は、２つ以上の要素が互いに直接接触していないことも意味し得る。例
えば、「わたって（over）」は、１つの要素が他の要素の上方にあるが互いに接触せず、
２つの要素の間に別の要素を有してよいことを意味し得る。更に、特許請求される主題の
範囲は以下の点において限定されないが、用語「および／または」は、「および」を意味
してよく、「または」を意味してよく、「排他的な又は」を意味してよく、「１つ」を意
味してよく、「全てではないがいくつか」を意味してよく、「どちらでもない」を意味し
てよく、および／または「両方」を意味してよい。
【００１５】
　本明細書で詳細に説明されるように、本開示の実施形態は、マルチパーツ対称ハウジン
グ（又は多部品対称ハウジング；multi-part symmetrical housing）を含むヒューズ・ア
ッセンブリを含む。ある実施形態では、ヒューズ・アッセンブリは、第１端部フィッティ
ングと第２端部フィッティングとの間に延在する一組の可融要素を有するコア、およびコ
アを囲むハウジングを含む。ハウジングは、第１内部キャビティを規定する第１壁を有す
る第１セクション、および第１セクションに連結された第２セクションを含み、第１壁は
第１スロットおよび第１リッジを含み、第２セクションは第２内部キャビティを規定する
第２壁を有し得る。第２壁は、第２スロットおよび第２リッジを含み、第１スロットは第
２リッジと係合し、第２スロットは第１リッジと係合し得る。ある実施形態では、第１セ
クションおよび第２セクションは、一組の開口部を通る第１端部フィッティングおよび第
２端部フィッティングのための一組の開口部（又は一連の又は一式の開口部；a set of o
penings）を規定する。
【００１６】
　本開示のヒューズ・アッセンブリは、先行技術に対して少なくとも以下の技術的利点を
供する。第１に、ハウジングの左右対称の半分が相当程度少ない部品を用いて一体的に接
合する。例えば、ヒューズ・アッセンブリは、最大１６個の少ないネジを使用し、外側キ
ャップを使用しなくてよい。第２に、ヒューズ・ハウジングは組み立て時間を短縮し、コ
アを取り扱う必要性を除くことにより品質を改善する。例えば、ステーションからステー
ションへとコアを移動させること、および／または頂部からハウジング内へと供給するこ
とを必要としない。第３に、ヒューズ・アッセンブリは、パーツ数の減少により、既存の
設計よりも約２０％（又はそれ以上）のコスト削減を供し得る。
【００１７】
　ここで図１～３を参照すると、本開示のある実施形態に従ったヒューズ・アッセンブリ
１００をより詳細に説明する。図示されるように、ヒューズ・アッセンブリ１００は、ハ
ウジング１０４によって囲まれたコア１０２を含む、マルチパーツ対称スクエアボディ・
ヒューズ（又は多部品対称スクエアボディ・ヒューズ又は多部品対称四角形ボディ・ヒュ
ーズ；multi-part symmetrical square-body fuse）であり得る。ハウジング１０４は、
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２つの対称半体、すなわちジョイント（又は接合部又は結合部又は継ぎ手；joint）１１
３に沿って第２セクション１１０に連結された第１セクション１０８を含み得る。図示さ
れるように、第１セクション１０８は、第１側壁１１４と一体的に形成された第１端壁１
１２を含み得る。同様に、第２セクション１１０は、第２側壁１２０と一体的に形成され
た第２端壁１１６を含み得る。第１セクション１０８は第１端壁１１２を通る開口部１２
２を含み、第２セクション１１０は第２端壁１１６を通る開口部１２４を含む。第１開口
部１２２および第２開口部１２４は、コア１０２が開口部を通って延在できるように、概
して整列して（又は一直線上に；aligned）位置付けられ、円形の開口部を一体的に供す
る。本明細書では主としてスクエアボディ・ヒューズ（四角形ボディ・ヒューズ；square
-body fuse）として説明するが、本開示の範囲内で、ハウジング１０４につき他の幾何学
的形態／形状が可能であることは理解されよう。
【００１８】
　図２～図３により良く示されるように、コア１０２は、第１端部フィッティング１３２
と第２端部フィッティング１３４との間に延在する一組の可融要素１３０を含み得る。第
１端部フィッティング１３２および第２端部フィッティング１３４の各々は、内表面１４
６および外表面１４８を有するブロック・セクション１４４、ならびに外表面１４８から
延在する端部セクション１５０を含み得る。端部セクション１５０は外周面１５１および
中央開口部１５３を含み得る。図示されるように、端部セクション１５０は、第１端壁１
１２の第１開口部１２２および第２端壁１１６の第２開口部１２４をそれぞれ通るように
延在し得る。例示的な実施形態では、一組の可融要素１３０はハウジング１０４内に収容
され（又は含まれ；contained）、第１端部フィッティング１３２および第２端部フィッ
ティング１３４はハウジング１０４の外側に部分的に延在する。
【００１９】
　更に図示されるように、ブロック・セクション１４４は外周面１５２を含み、一組の可
融要素１３０のコネクタ要素１５４は外周面１５２に物理的に／電気的に直接連結されて
いる。ある態様では、ブロック・セクション１４４は略四角形状である一方、端部セクシ
ョン１５０は略円形又は管状である。いかなる特定の材料に限定されるものではないが、
第１端部フィッティング１３２および第２端部フィッティング１３４は電気的におよび熱
的に伝導性を有すると理解されよう。
【００２０】
　ある実施形態では、可融要素１３０の各々は、導電性ブリッジ１４０により一体的に接
合された複数の固体（又は立体又は連続;solid）セクション１３８を含み、固体セクショ
ン間に供された一組の開口部を含み得る。様々な実施形態では、固体セクション１３８お
よび／または導電性ブリッジ１４０は、コネクタ要素１５４と比較して同じまたは減じら
れた厚さを有し得る。更に、可融要素１３０の各々は第１端部フィッティング１３２と第
２端部フィッティング１３４との間で互いに平行に又は略平行に延在できるように、可融
要素１３０の各々は屈曲または湾曲形状を有し得る。可融要素１３０の各々は、より小さ
い断面を有する部分、および／またはスズ、銀、鉛、ニッケル、又はこれらの合金等のよ
り低い融点を有するエリアを有し得る。図示していないが、ハウジング１０４は、可融要
素１３０に隣接して充填材（又はフィラー;filler）を含み得る。
【００２１】
　図４を参照して、本開示の実施形態に従ったヒューズ・アッセンブリ１００のハウジン
グ１０４をより詳細に説明する。図示されるように、ハウジング１０４は、一対の第１端
壁１１２Ａ、１１２Ｂおよび第１側壁１１４を有する第１セクション１０８を含む。一対
の第１端壁１１２Ａ、１１２Ｂおよび第１側壁１１４は、第１内部キャビティ１６０を規
定する。一対の第１端壁１１２Ａ、１１２Ｂは、１つ以上の第１スロット１６２および１
つ以上の第１リッジ１６４を含み得る。図示される実施形態では、第１スロット１６２は
略Ｌ字形であり、相互に第１セクション１０８の対向する角部（又は対向するコーナー；
corner）に位置付けられている。第１スロット１６２の各々は、第１端壁１１２Ａ、１１
２Ｂおよび第１側壁１１４を囲むように延在する外周面１６６の下方に窪んだベース面１
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６５を含み得る。同様に、第１リッジ１６４は略Ｌ字形であり、相互に第１セクション１
０８の対向する角部（又は対向するコーナー；opposite corners）に位置付けられている
。第１リッジ１６４の各々は、外周面１６６からハウジング１０４の第２セクション１１
０に向かって外向きに延在し得る。図示されるように、第１端壁１１２Ａ、１１２Ｂの各
々および第１側壁１１４は第１内表面１６７および第１外表面１６８を有し、第１スロッ
ト１６２および第１リッジ１６４は第１内表面１６７と第１外表面１６８との間に延在す
る。換言すれば、第１内表面１６７により規定される平面と第１外表面１６８により規定
される平面とが、第１スロット１６２および第１リッジ１６４に対して平行又は略平行に
方向づけられてよい。
【００２２】
　第１スロット１６２および第１リッジ１６４は、第２セクション１１０を第１セクショ
ン１０８に連結するために供される。より具体的には、第２セクション１１０は、第２側
壁１２０の対向する端部に一対の第２端壁１１６Ａ、１１６Ｂを有し得る。第２端壁１１
６Ａ、１１６Ｂおよび第２側壁１２０は第２内部キャビティ１７０を規定する。一対の第
２端壁１１６Ａ、１１６Ｂは、１つ以上の第２スロット１７２および１つ以上の第２リッ
ジ１７４を含み得る。図示する実施形態では、第２スロット１７２は略Ｌ字形であり、相
互に第２セクション１１０の対向する角部に位置付けられている。第２スロット１７２の
各々は、第２端壁１１６Ａ、１１６Ｂおよび第２側壁１２０を囲むように延在する外周面
１７６の下方に窪んだベース面１７５を含み得る。同様に、第２リッジ１７４は略Ｌ字形
であり、相互に第２セクション１１０の対向する角部（又は対向するコーナー；opposite
 corner）に位置付けられている。第２リッジ１７４の各々は、外周面１７６からハウジ
ング１０４の第１セクション１０８に向かって外向きに延在し得る。図示するように、第
２端壁１１６Ａ、１１６Ｂの各々および第２側壁１２０は第２内表面１７７および第２外
表面１７８を有し、第２スロット１７２および第２リッジ１７４は第２内表面１７７と第
２外表面１７８との間に延在する。換言すれば、第２内表面１７７により規定される平面
と第２外表面１７８により規定される平面とが、第２スロット１７２および第２リッジ１
７４に対して平行又は略平行に方向づけられてよい。
【００２３】
　第１セクション１０８と第２セクション１１０との連結の間、第１リッジ１６４は第２
スロット１７２内へと延在し、第２リッジ１７４は第１スロット１６２内へと延在する。
スロットおよびリッジは一体的にぴったりと適合する（fit snugly together）大きさに
され得る。例示的な実施形態では、第１セクション１０８および第２セクション１１０は
同一又は略同一であり、それによってハウジング１０４の２つの半体が相補的な配置で一
体的に適合することが可能となる。
【００２４】
　更に示されるように、第１端壁１１２Ａ、１１２Ｂは、第１の一組の開口部１２２の外
周１８１に沿って延在する１つ以上の第１開口タブ１８０を含む。同様に、第２端壁１１
６Ａ、１１６Ｂは、第２の一組の開口部１２４の外周１８５から延在する１つ以上の第２
開口タブ１８４を含む。図５に示すように、第１開口タブ１８０および／または第２開口
タブ１８４は、コア１０２の端部セクション１５０の側部スロット１８８内へと延在する
。ある実施形態では、側部スロット１８８は、コア１０２のブロック・セクション１４４
の外表面１４８に面する係合面１８９を規定する平坦な凹部であり得る。係合面１８９お
よび外表面１４８は、ハウジング１０４内の所定の位置にコア１０２を固定するために、
第１開口タブ１８０、第２開口タブ１８４と係合又は当接する。より具体的には、第１開
口タブ１８０および第２開口タブ１８４はコア１０２がハウジング１０４内に押し込まれ
ることを抑止すると共に、係合面１８９はコア１０２の回転を抑止する。
【００２５】
　ある実施形態では、第１セクション１０８および第２セクション１１０は、以下の非限
定的な例のうちの１つ以上を用いて更に一体的に固定される：エポキシ、半体を一体的に
機械的に結びつけるストラップ、挿入されてその端部で変形するメタルスルーポスト、金
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属製クリップ若しくは留め具、又は音波溶接。本開示の範囲内で、第１セクション１０８
と第２セクション１１０とを一体的に固定するための他の手法が可能であることは理解さ
れよう。
【００２６】
　本開示を特定の手法を参照して説明したが、添付の特許請求の範囲で規定されるように
、本開示の領域および範囲から逸脱することなく、記載された手法に対する多数の改良、
修正および変更が可能である。従って、本開示は記載された手法に限定されず、特許請求
の範囲の文言およびその均等物によって定義される全範囲を有することが意図される。本
開示を特定の手法を参照して説明したが、添付の特許請求の範囲で規定されるように、本
開示の精神および範囲から逸脱することなく、記載された手法に対する多数の改良、修正
および変更が可能である。従って、本開示は記載された手法に限定されず、特許請求の範
囲の文言およびその均等物によって定義される全範囲を有することが意図される。

【図１】 【図２】
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【図５】
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